
 
 
2008年度 第１回 東大本番レベル模試・世界史採点基準 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 - 1 -

第１問 配点 24点 

 設問別加点基準  

 
［テーマ］10～15世紀にかけての陸から海への発展の方向の変化。 
［条件］①政治的・経済的・文化的・技術的側面から、その変化の要因を述べる。 

②８つの指定用語を必ず一度は用い、使用したところに下線を引く。 
［ポイント］ 
＜政治的側面＞ 

①アッバース朝の衰退 
②①と共に陸路のターミナルであるバグダードの繁栄が失われる 
③紅海の交易権や地中海とインド洋を結ぶ交易の主導権を握ったファーティマ朝 
④その都であるカイロへとイスラーム世界の中心へと変わる 
⑤十字軍の遠征を機にイタリア諸都市の東地中海交易が活発化 
⑥中国では宋が弱体で遼や金の圧迫を受けていた 
⑦⑥のために人々が江南へ移動して経済の中心が華中、華南に移動した 
＜経済的側面＞ 

⑧ヨーロッパでは地中海諸都市とハンザ同盟諸都市の二つの軸を結ぶ遠隔地交易網が

成立 
⑨中国では江南の農業生産・商工業の発達と共に都市が発達 
⑩海港都市も発達してムスリム商人や日本商人などの来航が多くなる 
⑪東西交易の主要な商品が、絹のような奢侈品から、陶磁器・香辛料といった重量消費

財に移行 
＜文化的側面＞ 

⑫北インドから東南アジア諸都市にかけてのイスラーム伝道 
⑬⑫により、ムスリム商人による海のネットワーク構築を促進 
＜技術的側面＞ 

⑭ジャンク船の発明→重量消費財交易を可能に 
⑮⑭によって大量の物資輸送が可能となり、海の時代を一層発展させる 
 
（各ポイント２点で採点する。当然すべてあれば満点を超えるが、そのようなことはあ

り得ないので、満点を超えない範囲で、適宜加点する） 
 
※政治的要因と経済的要因は明確に区別するのが難しいところもあり、例えば、③・⑤・

⑦が経済的要因のところに書かれていたとしても、それは当然２点加点する。 


